
平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 小学校６年 算数 解答及び配点一覧 №１」

大問 中問 連番 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 十分満足できる解答状況 配点配点

１ １ ① 技能 １２ ５ ５（ ） .

２０ ２ ② 技能 ８ ５（ ）

点 １５

３ ③ 技能 ８ ３ ５（ ）

５ ５

４ ④ 技能 ２５ １ ５（ ）

１２ １２

２ １ ⑤ 知識 ○ ※イでも可 ５（ ） イ

１０

点 ２ ⑥ 考え ÷２０＝ ，２０× ＝ など ５（ ） x xy y

３ (１) ⑦ 技能 ○式（求め方）はあっているが，計算を ２ （式） ５

18 13 12 0 23 5 13.2１０ 間違えている。 ＋ ＋ ＋ ＋ ÷ ＝（ ）

18 13 12 0 23 65 18 13 12 0 23 66点 （例） ＋ ＋ ＋ ＋ ＝ または ＋ ＋ ＋ ＋ ＝，

65 5 13 66 5 13.2÷ ＝ ÷ ＝

答え１３個 （０が式に入っていなくても可）

など 答え１３ ２個.

２ ⑧ 考え ○（１）の答えは間違っているが，その ２ （言葉や式） ５（ ）

答えを使った求め方はあっている。 ・第１週の１日平均が１３ ２個で，.
（もしも， 個と答えた場合） １０月は２２日間あるから13

13 22 286 13.2 22 290.4（例） × ＝ × ＝

66 13.2 17 290.4または， ＋ × ＝

○式（求め方）はあっているが，計算を ２ または， × ＋ ＝ など13.2 17 66 290.4
間違えている。 は より小さい。290.4 300

（波線部分は入っていなくても可）

○式（求め方）と計算はあっているが， ３

答えの「できない」の方を○で囲んで （ できる ・ できない ）

いない。

４ １ ⑨ 知識 ５（ ）

１５

点

２ ⑩ 技能 ○式（求め方）はあっているが，計算を ２ （式）１２×３００＝３６００ ５（ ）

間違えている。 （３６００ｃｍ＝３６ｍ）

答え（約）３６ｍ

３ ⑪ 関心 ○右の４つのうち，１組はあっている。 ３ ５（ ）

○上の４つから２つかいている。

○二等辺三角形を３か所選んだ場合

は，それだけでも可。

または １

２または

１

３００



平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 小学校６年 算数 解答及び配点一覧 №２」

大問 中問 連番 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 十分満足できる解答状況 配点配点

５ １ ⑫ 知識 ５：２ ５（ ）

１０

点 ２ ⑬ 考え ○米粉の量を求めたり，３袋でたりるか ２ （例１） ５（ ）

。どうかを求める考え方・式はあってい ○小麦粉と米粉の比を使って考える

るが計算や答えが間違っている。 小麦粉と米粉の比が５：２になる

， ，（例） ２ ように 計算で米粉の重さを求め

・２０００× ＝４００ 米粉３袋分の重さと比べ，たりな

５ いことを説明している。

米粉３袋では２５０×３＝７５０ 必要な米粉の重さは，

なので３袋でたりる。 （２㎏＝２０００ｇ）

など

400×

○米粉の量を求めたり，３袋でたりるか ３ ５：２＝２０００：□

400どうかを求める考え方・式はあってい ×

て，米粉が８００ｇ必要なことまでは

求めているが， ２０００÷５＝４００すべての解答に共通の

について書いていない。また，答 ２×４００＝８００説明

えは たりない を○で囲んでいない （４００×２も可）「 」 。

または

○米粉の量を求めたり，３袋でたりるか ４ ２

どうかを求める考え方・式はあってい ２０００× ＝８００

て，米粉が８００ｇ必要なことまでは ５

すべての解答に共通の求めているが，

について書いていない。また，答説明

すべての解答に共通の説明えは「たりない」を○で囲んでいる。

米粉は８００ｇ必要である。

米粉３袋では２５０×３＝７５０

， 。だから 米粉は３袋ではたりない

（ たりる ・ たりない ）

など

（例２）

。○小麦粉どうしの比を使って考える

×０ ４.
２５０：２０００＝１００：□

×０ ４.

１００÷２５０＝０ ４.
２０００×０ ４＝８００.

すべての解答に共通の説明

（例３）

○個数どうしの比を使って考える。

×５

２０：１６０＝１００：□

×５

１００÷２０＝５

１６０×５＝８００

すべての解答に共通の説明



平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 小学校６年 算数 解答及び配点一覧 №３」

大問 中問 連番 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 十分満足できる解答状況 配点配点

５ ２ ⑬ 考え ○比を使わず，割合の考え方を使っ ５（ ）

て求めている。

（例４）

２０００÷２５０＝８で，

。２０個分の８倍買ったことになる

米粉も１００ｇの８倍必要なので

１００×８＝８００

すべての解答に共通の説明

（例５）

１６０÷２０＝８で，

。２０個分の８倍買ったことになる

米粉も１００ｇの８倍必要なので

１００×８＝８００ など

すべての解答に共通の説明

○５：２の比ではなく， など250:100
800の比を使って，必要な米粉は

ｇであることを求め，３袋ではた

りないことを説明していても可。

【授業改善の視点】比の考え方を用いて米粉の重さを考える活動を通して，必要な米粉の袋

の数を判断する算数的活動を工夫する。

６ １ ⑭ 技能 ○式はあっているが，計算を間違ってい ２ （式）１００÷１６＝６ ２５ ５（ ） .
１０ る。 答え（秒速）６ ２５ｍ.
点

２ ⑮ 考え ○（１）でしんじさんの走る速さを間違 ３ （例１） ５（ ）

っている場合でも，正しい求め方をし まず，秒速×時間でしんじさんが

ている。 走った長さを求め，１００ｍとの

もしも １ で ｍと答えた場合 差で考える。（ ，（ ） ）6.55
（例）６ ５５×１０＝６５ ５. .

１００－６５ ５＝３４ ５ （式）６２５×１０＝６２５. . . .
答え ３４ ５ｍ １００－６２ ５＝３７ ５. . .

○考え方は正しいが 式が不十分である ３ 答え ３７ ５ｍ， 。 .
（例）１００－６２ ５＝３７ ５. .

答え ３７．５ｍ

（例２）

○式はあっているが，答えのみ間違って ４ まず，２人が走った時間の差を求

いる。 め，秒速×（時間の差）で考えて

（式）６２５×１０＝６２５ いる。. .
１００－６２ ５＝３８ ５. .

答え ３８ ５ｍ （式）１６－１０＝６.
６２５×６＝３７５. .

． ，※計算の答えを３７ ５まで出しており

答えを四捨五入して約３８ｍ，約４０ 答え ３７ ５ｍ.
ｍと答えていても４点とする。

など



平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 小学校６年 算数 解答及び配点一覧 №４」

大問 中問 連番 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 十分満足できる解答状況 配点配点

７ １ ⑯ 考え ○けがをした全体の人数がちがうことだ ２ ○１０月と１１月のすりきずをした ５（ ）

１０ けを書いている。 人数を式を書いて求めて，説明し

点 （例） ている。

・１０月にけがをした全体の人数が， （例）

１１月にけがをした全体の人数より多 １０月にすりきずをした人数は

いから。 ４０×０ ４５＝１８(人）.
・もとにする量が１０月の方が１１月よ １１月にすりきずをした人数は

り大きいから。 など ２８×０ ５＝１４（人）.
１０月にすりきずをした人は１８

○式はないが言葉のみで正しい説明をし ２ 人，１１月にすりきずをした人は

ている。 １４人だから，１１月にすりきず

（例） をした人数は減った。 など

・１０月にすりきずをした人数は４０人

の４５％だから１８人，１１月にすり

きずをした人数は２８人の５０％だか

ら１４人だから，１１月にすりきずを

した人数は減った。 など

※式が書かれていない。

○１０月と１１月の人数を求める式を書 ３

いて説明しようとしているが，計算が

間違っている。

授業改善の視点 割合 円グラフ だけでは大小比較ができない事象について 基準量 棒【 】 （ ） ， （

グラフ）と併せて考えながら人数の大小比較を説明する算数的活動を工夫する。

２ ⑰ 技能 ○ ※ウでも可 ５（ ） ウ

８ １ ⑱ 関心 ○直角三角形を２まい使って線対称な図 ２ ○直角三角形を２まい使って線対称 ５（ ）

１５ 形か点対称な図形のどちらかをかいて な図形と点対称な図形を１つずつ

点 いる。 かいている。

【線対称】

○線対称，点対称のどちらとも長方形 ２

をかいている。

など

【点対称】

など

ただし，長方形は線対称，点対称

のどちらで取り扱ってもよい。

また，Ａのように辺をずらしてい

る場合も可。

２ ⑲ 知識 ○②か④のどちらかのみ書いている。 ２ ② ④ ※２，４でも可 ５（ ）

Ａ



平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 小学校６年 算数 解答及び配点一覧 №５」

大問 中問 連番 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 十分満足できる解答状況 配点配点

８ ３ ⑳ 考え ○答えは間違っているが，求め方はあっ ３ （例１） ５（ ）

ている。 ○ と の面積が等しいことを使っア イ

て求めている。

【例１の場合】 まず，黒い部分の半円の面積を求

右の下線部分が間違っていても大きい める。次に，網かけ部分の半円の

半円から小さい半円を引いて求めよう 面積を求める。最後に，黒い部分

としている。 の半円の面積から網かけ部分の半

円の面積を引く。それが２つある

１０×１０×３ １４＝３１６ から，２倍する。.
３１６÷２＝１５８

５×５×３ １４＝７９ ５. .
７９ ５÷２＝３９ ７５. .
１５８－３９ ７５＝１１８ ２５. .

など

※ 例２も例３も同様

１０×１０×３ １４＝３１４.
３１４÷２＝１５７

５×５×３ １４＝７８ ５. .
７８ ５÷２＝３９ ２５. .
１５７－３９２５＝１１７７５. .
１１７ ７５×２＝２３５ ５. .

２答え ２３５ ５㎝.

（例２）

○図形を動かして，求めている。

イの部分を左右反転させると下図

になることから，黒い部分の円の

面積を求め、そこから網かけ部分

の円の面積を引いている。

１０×１０×３ １４＝３１４.
５×５×３ １４＝７８ ５. .
３１４－７８ ５＝２３５ ５. .

２答え ２３５ ５㎝.

（例３）

○ と の面積を別々に求めて，答ア イ

えを求めている。 など
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